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可決・同意等された知事提出議案

○平成30年度一般会計補正予算（総額６６億３,４００万円余）
平成30年７月豪雨で発生した災害箇所の防災措置や今後の災害対策、平成30年２月以降
に新たに見つかった豊島処分地の廃棄物等の処理など。

その他18議案

主な議案

11月定例県議会
代表質問
《自民党県政会：十河議員、自民党議員会：水本議員、リベラル香川：米田議員》
一般質問《5会派、１２名の議員が登壇》
議員提出議案等《意見書3件を可決》
常任委員会だより・閉会中の委員会活動《10～11月》



　
　

中
山
間
地
域
や
市
街
地
で
の

今
後
の
取
組
み
は
。

　
　

今
後
の
取
組
み
は
。

2

自民党議員会

南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
備
え
た

防
災・減
災
対
策

11月定例会
11月22日から12月14日

自民党県政会

11月定例会　代表質問

十河　直 議員

　
　
知
事
こ
れ
ま
で
の
取
組
み
の

結
果
、
改
善
傾
向
も
み
ら
れ
る
が
、

依
然
と
し
て
脂
質
異
常
や
肝
機
能

異
常
、
糖
尿
病
を
発
症
す
る
リ
ス

ク
が
あ
る
子
ど
も
が
そ
れ
ぞ
れ
約

１
割
み
ら
れ
る
状
況
に
あ
る
。

　
検
査
結
果
に
問
題
の
あ
る
児
童

と
保
護
者
へ
の
事
後
指
導
や
、
各

小
学
校
で
の
健
康
教
育
の
取
組
み

と
、
昨
年
度
か
ら
は
、
小
児
生
活
習

慣
病
対
策
検
討
会
を
開
催
し
、
子

ど
も
の
将
来
を
見
据
え
た
生
活
習

慣
病
予
防
対
策
に
つ
い
て
議
論
を

進
め
て
い
る
。

　
小
学
生
時
か
ら
思
春
期
ま
で
に

肥
満
を
改
善
し
な
い
と
、
将
来
の

２
型
糖
尿
病
の
発
症
に
大
き
く
影

響
し
た
り
、
実
態
把
握
が
十
分
で

な
い
な
ど
の
課
題
が
見
出
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、
県
内
各
市
町
に
お
け

る
取
組
み
も
参
考
に
、
効
果
的
な

施
策
と
そ
の
実
施
方
法
を
早
急
に

検
討
す
る
。

有
害
鳥
獣
対
策

代表質問
11月27日

問

　
　

今
後
の
取
組
み
は
。

問
　
　

待
機
児
童
対
策
と
保
育
の
質

の
確
保
・
向
上
へ
の
取
組
み
は
。

保
育
の
充
実

問 答　
　
知
事
待
機
児
童
の
解
消
の
た

め
、
保
育
の
受
け
皿
確
保
に
取
り

答

答

問

小豆オリーブ研究所の官能評価室

※
1 

Ｉ
Ｏ
Ｃ︵
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
オ
リ
ー
ブ
・
カ
ウ
ン
シ
ル
︶＝
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
と
食
用
オ
リ
ー
ブ
の
国
際
協
定
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
政
府
間
機
関
。

子
ど
も
の
生
活
習
慣
病
予
防
対
策

　
　
知
事
捕
獲
頭
数
を
増
加
さ
せ

る
に
は
、
捕
獲
奨
励
金
制
度
の
安

定
的
な
運
用
が
必
要
で
あ
り
、
国

へ
の
予
算
要
望
と
と
も
に
、
今
年

度
当
初
予
算
を
増
額
し
て
い
る
。

答

※
1 

2
ペ
ー
ジ

右
欄
外
参
照

組
む
市
町
に
対
す
る
支
援
な
ど
を

行
い
、
４
月
１
日
に
は
、
新
た
に
認

可
保
育
施
設
が
７
施
設
開
所
す
る

予
定
で
あ
る
。

　
昨
年
度
か
ら
、
業
務
の
軽
減
や

離
職
防
止
の
た
め
、
保
育
士
支
援

員
を
配
置
す
る
民
間
保
育
所
等
に

各
市
町
と
連
携
し
て
支
援
す
る
ほ

か
、
現
場
で
リ
ー
ダ
ー
的
役
割
を

担
う
職
員
に
月
額
最
大
４
万
円
の

賃
金
改
善
を
行
う
な
ど
に
よ
り
、

職
員
の
定
着
も
図
っ
て
い
る
。

　
保
育
士
不
足
の
影
響
な
ど
か

ら
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
機
会
の
確

保
が
図
れ
な
い
こ
と
や
、
育
児
休

業
や
休
暇
が
取
り
に
く
い
こ
と
が

課
題
で
あ
り
、
こ
れ
ら
を
解
決
す

る
た
め
の
対
策
を
検
討
し
、
研
修

機
会
の
確
保
や
離
職
防
止
を
図
る

必
要
が
あ
る
。

　
　

今
後
の
取
組
み
は
。

　
　
知
事
小
豆
オ
リ
ー
ブ
研
究
所

の
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
官
能
評
価
パ

ネ
ル
が
、
11
月
23
日
に
オ
リ
ー
ブ

オ
イ
ル
の
唯
一
の
国
際
機
関
で
あ

る
Ｉ
Ｏ
Ｃ︵
　
　
　

  

︶
か

ら
、
国

内
初
の
Ｉ
Ｏ
Ｃ﹁
公
式
官
能
評
価
パ

ネ
ル
﹂と
し
て
認
定
さ
れ
た
。

　
同
研
究
所
の
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル

オ
リ
ー
ブ
の
生
産
拡
大
と

ブ
ラ
ン
ド
力
の
強
化

問答

品
質
評
価
体
制
の
信
頼
性
が
高
ま

り
、﹁
か
が
わ
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
品
質

表
示
制
度
﹂に
よ
り
認
定
さ
れ
る
県

産
オ
イ
ル
の
品
質
の
信
用
力
と
ブ

ラ
ン
ド
力
の
一
層
の
強
化
を
図
る
。

　
２
月
に
は
、オ
リ
ー
ブ
植
栽
１
１
０

周
年
関
連
事
業
と
し
て
、
全
国
初

と
な
る
日
本
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
品

評
会
を
小
豆
島
で
開
催
し
、
そ
の

品
質
の
高
さ
な
ど
を
広
く
国
内
外

に
情
報
発
信
し
て
い
く
。

　
　
浜
田
知
事
平
成
30
年
６
月
の

大
阪
府
北
部
地
震
、
９
月
の
北
海

道
胆
振
東
部
地
震
な
ど
、
大
規
模

な
地
震
が
い
つ
本
県
で
発
生
し
て

も
お
か
し
く
な
い
状
況
で
あ
る
。

大
規
模
地
震
や
７
月
豪
雨
災
害
な

ど
の
教
訓
を
踏
ま
え
、
ハ
ー
ド
・
ソ

フ
ト
両
面
か
ら
防
災
・
減
災
対
策

を
よ
り
一
層
強
力
に
進
め
、
全
庁

を
挙
げ
て
災
害
に
強
い
県
土
づ
く

り
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
11
月
15
日
に
、
香
川
県
災
害
対

策
推
進
検
討
委
員
会
を
開
催
し
、

各
部
局
に
お
け
る
防
災
・
減
災
対

策
に
つ
い
て
、
全
庁
的
に
協
議
し
、

共
有
を
図
り
、
各
部
局
が
連
携
し

て
取
り
組
む
体
制
づ
く
り
な
ど
に

つ
い
て
直
接
指
示
し
た
。

　
来
年
度
に
は
、
私
を
ト
ッ
プ
と

し
、各
部
局
長
等
で
構
成
す
る
新
た

な
全
庁
的
組
織
を
設
置
し
た
い
。

い
ぶ
り

自民党議員会

自
主
防
災
活
動
の
活
性
化

自民党議員会
水本 勝規 議員

※
２ 

コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
＝
発
注
者
の
補
助
者
・
代
行
者
が
、技
術
的
な
中
立
性
を
保
ち
つ
つ
発
注
者
の
側
に
立
っ
て
、設
計
の
検
討
や
工
事
発
注
方
式
の
検
討
、工
程
管
理
、コ
ス
ト
管
理
な
ど
の
各
種
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
業
務
の
全
部
又
は
一
部
を
行
う
も
の
。

　
今
年
度
、
音
や
光
で
野
生
鳥
獣

を
追
い
払
う
ロ
ボ
ッ
ト
を
現
地
に

導
入
し
、
そ
の
効
果
を
検
証
し
て

お
り
、
こ
う
し
た
最
新
技
術
の
情

報
収
集
に
努
め
る
と
と
も
に
、
効

果
検
証
な
ど
を
行
う
。

　
市
街
地
に
イ
ノ
シ
シ
が
出
没
し

た
場
合
の
緊
急
対
応
力
の
強
化
の

た
め
、追
払
い
や
緊
急
捕
獲
の
手
順

な
ど
を
定
め
た﹁
市
街
地
イ
ノ
シ
シ

緊
急
対
応
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
﹂を
作
成

し
、こ
れ
を
活
用
し
た
研
修
会
の
開

催
を
通
じ
て
、
各
市
町
や
警
察
と

連
携
を
図
っ
て
い
る
。
今
年
度
は

捕
獲
等
を
担
う
猟
友
会
に
も
参
加

い
た
だ
き
、
関
係
者
の
一
層
の
連

携
が
図
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

11月定例会　代表質問3

※
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3
ペ
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外
参
照

　
　

今
後
の
取
組
み
は
。

　
　
知
事
各
土
木
事
務
所
等
で
の

相
談
受
付
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に

よ
る
注
意
喚
起
の
ほ
か
、
不
特
定

多
数
の
利
用
の
あ
る
一
定
規
模
以

上
の
建
築
物
の
所
有
者
等
に
は
文

書
で
、﹁
香
川
県
耐
震
改
修
促
進
計

画
﹂
で
位
置
づ
け
る
避
難
路
沿
道

に
あ
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
所
有
者
等

に
は
県
職
員
等
が
個
別
に
訪
問

し
、周
知
・
啓
発
を
図
っ
て
い
る
。

　
現
在
、国
に
お
い
て
、一
定
の
高

民
間
施
設
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の

安
全
対
策

問答

さ
等
を
有
す
る
塀
に
つ
い
て
、
耐

震
診
断
や
改
修
を
推
進
す
る
仕
組

み
な
ど
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

　
県
と
し
て
も
、
大
規
模
地
震
発

生
時
の
避
難
路
や
通
学
路
な
ど
の

安
全
を
確
保
し
、
危
険
な
ブ
ロ
ッ

ク
塀
の
解
消
を
よ
り
一
層
促
進
す

る
た
め
、
来
年
度
か
ら
民
間
施
設

の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
撤
去
に
対
し
て

補
助
す
る
市
町
へ
の
支
援
制
度
の

創
設
を
検
討
し
て
い
る
。

　
　

基
本
設
計
の
取
組
み
は
。

新
県
立
体
育
館
の
整
備

問　
　
知
事
11
月
14
日
に
有
限
会
社
Ｓ

Ａ
Ｎ
Ａ
Ａ
事
務
所
と
基
本
・
実
施
設

計
業
務
の
委
託
契
約
を
締
結
し
た
。

　
県
と
し
て
改
め
て
全
国
で
同
程

度
の
施
設
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
状
況

や
整
備
内
容
を
調
査
す
る
。
音
響

等
の
専
門
家
や
イ
ベ
ン
ト
主
催
者

等
か
ら
基
本
設
計
に
あ
た
り
配
慮

す
べ
き
事
項
等
を
伺
い
、
全
国
の

類
似
施
設
と
の
競
争
力
を
十
分
確

保
し
、
利
用
者
に
喜
ん
で
使
っ
て

い
た
だ
け
る
仕
様
を
設
計
者
に
伝

え
、設
計
内
容
に
反
映
さ
せ
た
い
。

　
県
職
員
の
技
術
力
を
補
い
、
多

角
的
な
視
点
か
ら
設
計
内
容
の

検
討
を
行
う
た
め
に
コ
ン
ス
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

︵
　
　
　  

︶を
実
施
す
る
こ
と
で
、

答

　
　

今
後
の
取
組
み
は
。

警
察
施
設
基
盤
の
強
化

問　
　
河
合
警
察
本
部
長
警
察
署

は
、
庁
舎
の
老
朽
・
狭
隘
度
や
耐
災

害
性
の
ほ
か
、管
轄
す
る
地
域
の
治

安
事
象
へ
の
迅
速
・
的
確
な
対
応
、

住
民
の
利
便
性
等
を
参
酌
の
う
え
、

計
画
的
に
整
備
を
行
っ
て
い
る
。

　
現
在
、
３
月
の
供
用
開
始
に
向

け
て
三
豊
警
察
署
庁
舎
の
移
転
整

備
を
進
め
て
い
る
。

　
坂
出
警
察
署
庁
舎
は
、築
54
年
を
経

過
し
、執
務
室
が
狭
隘
で
耐
災
害
性
に

も
懸
念
を
抱
え
る
た
め
、整
備
を
計
画

し
て
い
る
。
管
内
の
ほ
ぼ
中
心
に
位

置
し
、
住
民
の
利
便
性
、
機
動
性
等
、

警
察
機
能
を
発
揮
す
る
上
で
優
れ
た

立
地
条
件
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
既
存

施
設
を
有
効
活
用
の
う
え
、
現
有
地

で
の
建
替
え
を
検
討
し
て
い
る
。

　
交
番
・
駐
在
所
の
施
設
整
備
は
、

事
件
・
事
故
の
発
生
状
況
等
、地
域

の
特
性
に
ふ
さ
わ
し
い
場
所
を
選

定
の
う
え
、順
次
進
め
て
い
る
。

答

　
　

女
性
の
視
点
も
含
め
た
推
進

策
と
住
民
が
防
災
情
報
を
正
し
く

判
断
す
る
た
め
の
取
組
み
は
。

問　
　
知
事
住
民
が
互
い
に
助
け
合

う
﹁
共
助
﹂
の
中
核
と
な
る
自
主
防

災
組
織
の
役
割
は
大
き
い
。

　
こ
れ
ま
で
機
能
強
化
に
向
け
た

各
市
町
の
取
組
み
を
積
極
的
に
支

援
し
、
活
性
化
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
い
る
。
特
に
、
地
域
を
挙
げ
た

活
動
の
た
め
に
、
女
性
の
視
点
を

踏
ま
え
た
組
織
運
営
や
訓
練
な
ど

を
呼
び
か
け
、
今
後
も
各
市
町
等

と
連
携
し
、
活
動
の
重
要
性
に
つ

い
て
、
女
性
を
含
め
た
多
く
の
住

民
に
普
及
啓
発
す
る
。

　
７
月
豪
雨
で
の
避
難
行
動
の
遅

れ
な
ど
の
課
題
か
ら
実
施
し
た
住

民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
の
分
析
な

ど
を
踏
ま
え
、
地
域
の
高
齢
者
等

に
も
的
確
に
情
報
伝
達
が
行
え
、

確
実
な
避
難
行
動
に
つ
な
げ
ら
れ

る
手
法
を
検
討
す
る
。

答

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー︵
　
　
　

  

︶

の
導
入
促
進
と
地
域
の
共
生

　
　

今
後
の
取
組
み
は
。

問答

設
計
の
早
い
段
階
か
ら
完
了
ま
で

の
間
、材
料
や
工
法
に
関
す
る
費
用

対
効
果
や
施
工
の
し
や
す
さ
と

い
っ
た
観
点
か
ら
、そ
の
妥
当
性
を

検
証
し
、対
案
と
の
比
較
検
討
等
を

行
い
、設
計
内
容
を
確
認
す
る
。

※
3 

4
ペ
ー
ジ

右
欄
外
参
照

住宅用太陽光発電設備と家庭用蓄電池

　
　
知
事
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
効
率
的
な
活
用
が
課
題
と
な
る

中
、
蓄
電
池
は
、
電
力
の
安
定
供
給

と
と
も
に
、
災
害
時
の
活
用
や
固

定
価
格
買
取
制
度
の
買
取
価
格
の

低
下
な
ど
の
課
題
を
解
決
す
る
一

方
策
と
な
る
た
め
、
県
で
は
、
来
年

度
か
ら
、
太
陽
光
発
電
の
家
庭
用

蓄
電
池
の
普
及
に
向
け
た
支
援
を

行
う
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。

　
太
陽
光
発
電
施
設
の
設
置
に
あ

た
り
、
事
業
者
の
経
営
破
綻
に
よ

る
パ
ネ
ル
の
放
置
な
ど
の
様
々
な

課
題
が
生
じ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

国
に
対
し
、
地
域
へ
の
事
前
説
明

の
義
務
づ
け
や
業
者
へ
の
指
導
強

化
を
要
望
す
る
と
と
も
に
、
地
域
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来
年
度
の
予
算
編
成
等

　
　

今
後
の
財
政
運
営
の
取
組
み

と
予
算
編
成
の
考
え
方
は
。

と
の
共
生
を
目
的
と
し
た
本
県
独

自
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
す
る

こ
と
と
し
、
市
町
の
意
見
を
伺
い

な
が
ら
、検
討
を
進
め
て
い
る
。

自民党議員会リベラル香川
米田 晴彦 議員

答 問　
　
知
事
今
後
５
年
間
の
収
支
見

通
し
を
試
算
し
た
と
こ
ろ
、
な
お

28
億
円
の
財
源
不
足
が
生
じ
る
見

通
し
と
な
っ
た
。

　
事
業
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・

ビ
ル
ド
を
一
層
徹
底
す
る
な
ど
、

財
源
不
足
の
解
消
を
図
り
、
将
来

に
過
度
の
財
政
負
担
を
残
さ
な

い
、
計
画
的
か
つ
持
続
可
能
な
財

政
運
営
に
努
め
た
い
。

　
予
算
編
成
で
は
、
県
民
世
論
調

査
の
結
果
等
、
県
民
の
声
を
踏
ま

え
、
大
規
模
災
害
に
備
え
た
防
災
・

減
災
対
策
や
人
材
不
足
に
対
応
す

る
雇
用
対
策
の
推
進
、
子
育
て
県

か
が
わ
の
一
層
の
充
実
、
働
き
方

改
革
推
進
等
の
労
働
環
境
改
善
を

図
る
た
め
の
取
組
み
な
ど
創
意
工

夫
を
凝
ら
し
て
編
成
し
た
い
。

※
3 

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
＝
太
陽
光
や
太
陽
熱
、水
力
、風
力
、バ
イ
オ
マ
ス
、地
熱
な
ど
、温
室
効
果
ガ
ス
を
排
出
せ
ず
、一
度
利
用
し
て
も
比
較
的
短
期
間
に
再
生
が
可
能
で
あ
り
、資
源
が
枯
渇
し
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
。

地
域
内
経
済
循
環
シ
ス
テ
ム

の
推
進

介
護
保
険
料

　
　

市
町
で
異
な
る
要
因
分
析
と

抑
制
の
た
め
の
支
援
策
は
。

問　
　
知
事
要
介
護
認
定
率
が
高

く
、
か
つ
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

し
や
す
い
環
境
に
あ
る
市
町
は
、

介
護
保
険
料
が
高
く
な
る
。

　
介
護
保
険
料
を
抑
制
す
る
た
め
、

香
川
県
介
護
予
防
市
町
支
援
委
員
会

を
設
置
し
て
い
る
。
こ
こ
で
の
意
見

を
参
考
に
、今
年
度
は
、市
町
職
員
対

象
の
先
進
事
例
の
情
報
提
供
等
を
行

う
研
修
会
を
５
回
開
催
し
、
地
域
の

介
護
予
防
教
室
へ
の
理
学
療
法
士
等

の
講
師
派
遣
を
80
回
実
施
す
る
。

　
介
護
給
付
の
適
正
化
で
は
、今
年

度
、
要
介
護
認
定
や
ケ
ア
プ
ラ
ン

の
点
検
等
に
関
す
る
市
町
職
員
等

対
象
の
研
修
会
を
16
回
行
い
、ケ
ア

プ
ラ
ン
点
検
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を

７
市
町
へ
派
遣
し
、
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
の
研
修
会
や
事
業
所
へ
の

実
地
指
導
を
実
施
し
て
い
る
。

答

　
　
知
事
香
川
型
農
業
の
実
現
に

は
、高
品
質
な
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド

力
の
強
化
と
新
品
種
な
ど
の
新
技

術
の
開
発
、普
及
が
重
要
で
あ
る
。

　
農
業
試
験
場
で
は
、Ｄ
Ｎ
Ａ
マ
ー

カ
ー
な
ど
新
た
な
育
種
技
術
で
、

品
種
の
開
発
を
加
速
化
す
る
ほ
か
、

気
象
変
動
に
対
応
し
た
土
壌
管
理

等
に
よ
る
高
品
質
・
安
定
生
産
技

術
の
確
立
、
健
康
志
向
に
対
応
し

た
機
能
性
等
の
解
明
な
ど
、
県
産

農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
向
上
す

る
試
験
研
究
を
行
っ
て
い
る
。

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
Ａ
Ｉ
等
の
先
端
技
術

を
活
用
し
た
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術

は
、
農
業
試
験
場
と
農
業
改
良
普

及
セ
ン
タ
ー
が
一
体
と
な
り
、
国

や
民
間
企
業
、
農
業
者
と
も
連
携

し
て
現
地
実
証
し
、
収
益
性
の
向

上
に
資
す
る
本
県
に
適
し
た
ス

マ
ー
ト
農
業
を
構
築
す
る
。

答　
　
知
事
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
、
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で

き
る
地
域
づ
く
り
を
推
進
す
る
た

め
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
や
緊
急
性
、
重

要
性
等
を
考
慮
し
て
施
行
箇
所
を

選
定
し
、
計
画
的
に
公
共
土
木
施

答

香
川
型
農
業
の
推
進

　
　

実
現
に
向
け
た
取
組
み
と
普

及
活
動
の
展
開
は
。

問

公
共
事
業
の
あ
り
方

　
　

事
業
推
進
の
観
点
と
地
元
の

意
見
を
反
映
さ
せ
る
取
組
み
は
。

問

　
　
警
察
本
部
長
改
め
て
県
下
各

警
察
署
の
留
置
場
の
緊
急
点
検
を

行
っ
た
と
こ
ろ
、
面
会
室
内
の
仕

切
板
等
の
設
備
に
異
常
は
認
め
ら

れ
な
か
っ
た
。

　
今
回
の
事
案
を
教
訓
に
、
県
下

の
留
置
管
理
業
務
に
携
わ
る
全
職

員
へ
改
め
て
緊
張
感
と
危
機
感
を

持
っ
て
事
故
防
止
に
努
め
る
よ
う

指
導
・
教
養
を
行
い
、
執
務
時
間
外

の
警
察
署
へ
の
来
庁
者
の
入
退
出

管
理
の
再
徹
底
を
図
っ
た
。

　
万
が
一
に
も
当
県
で
同
種
の
事

案
が
発
生
し
た
際
に
は
、
マ
ス
メ

デ
ィ
ア
へ
の
情
報
提
供
、
ヨ
イ
チ

メ
ー
ル
等
に
よ
る
情
報
発
信
、
各

自
治
体
の
防
災
行
政
無
線
に
よ
る

広
報
等
を
活
用
し
、
関
係
機
関
と

も
連
携
し
て
県
民
に
迅
速
か
つ
確

実
に
情
報
が
届
く
よ
う
努
め
る
。

答 留
置
場
か
ら
の
逃
走
防
止
対
策

　
　

事
件
を
受
け
た
対
策
と
発
生

時
の
住
民
へ
の
情
報
提
供
は
。

問

設
の
整
備
・
更
新
を
行
う
。

　
巡
視
や
パ
ト
ロ
ー
ル
に
よ
り
、

必
要
に
応
じ
て
、
道
路
の
維
持
補

修
や
河
川
内
の
堆
積
土
砂
の
除
去

な
ど
の
維
持
管
理
に
努
め
る
。

　
災
害
発
生
時
は
、
県
民
生
活
へ
の

影
響
が
な
い
よ
う
、
弾
力
的
か
つ

速
や
か
に
応
急
の
対
応
を
行
う
。

　
事
業
の
実
施
で
は
、
関
係
市
町

の
意
見
を
伺
う
と
と
も
に
、
地
元

説
明
会
等
を
通
じ
て
、
地
域
の

方
々
へ
の
丁
寧
な
説
明
に
努
め

る
。
公
共
事
業
に
必
要
な
予
算
の

確
保
と
優
先
配
分
は
、
今
後
と
も

国
に
強
く
要
望
す
る
。

　
　
工
代
教
育
長
昨
年
度
末
の
県

立
高
校
の
卒
業
生
で
、
就
職
者
は

約
１,
１
０
０
人
、
そ
の
９
割
が
県

内
就
職
し
、
専
門
高
校
の
卒
業
生

は
約
８
０
０
人
で
あ
る
。

　
専
門
高
校
で
は
、
社
会
的
、
職
業

的
自
立
に
向
け
た
専
門
的
知
識
や

技
能
を
習
得
さ
せ
、高
松
工
芸
高
校

や
笠
田
高
校
で
地
域
や
企
業
等
と

連
携
し
、地
域
の
活
性
化
を
見
据
え

た
実
践
的
教
育
も
行
っ
て
い
る
。

　
高
校
教
育
全
般
で
も
、
こ
れ
ま

で
三
木
高
校
や
丸
亀
高
校
で
は
、

地
域
課
題
を
テ
ー
マ
に
、
地
元
自

答 県
立
高
校
で
の
地
域
人
材
の
育
成

　
　

今
後
の
取
組
み
は
。

問

治
体
や
企
業
、
大
学
等
と
連
携
し

て
探
究
的
な
学
習
を
行
う
と
と
も

に
、
今
年
度
か
ら
は
、
県
内
の
高
校

生
が
合
同
で
国
内
外
の
大
学
生

と
、
地
域
の
課
題
解
決
を
考
え
る
、

い
わ
ゆ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
教
育

に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。
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問　
　
知
事
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

の
開
設
は
、
有
人
島
24
島
の
う
ち

４
島
で
、
島
外
へ
の
通
所
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
や
島
し
ょ
部
で
の
訪
問

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
課
題
で
あ
る
。

　
香
川
県
離
島
サ
ー
ビ
ス
確
保
対

策
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、現
状
把

握
や
支
援
策
の
検
討
等
を
行
い
、こ

こ
で
の
意
見
を
参
考
に
、市
町
に
、

島
し
ょ
部
の
介
護
職
員
養
成
の
た

め
の
助
成
を
行
っ
て
い
る
。

　
今
後
は
、
平
成
27
年
施
行
の
介

護
保
険
法
改
正
に
よ
り
実
施
可
能

と
な
っ
た
住
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等

に
よ
る
訪
問
サ
ー
ビ
ス
や
通
所

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
制
度
を
充

実
さ
せ
る
こ
と
も
必
要
と
考
え
る
。

島
し
ょ
部
に
お
け
る
高
齢
者
の

介
護
、福
祉
の
課
題

　
　

課
題
等
の
認
識
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
確
保
と
県
の
役
割
は
。

問答

問　
　
知
事
国
、
気
象
台
、
市
町
等
に

よ
る
香
川
県
大
規
模
氾
濫
等
減
災

協
議
会
で
と
り
ま
と
め
た﹁
香
川
県

に
お
け
る
豪
雨
災
害
の
軽
減
に
向

け
た
地
域
の
取
組
み
方
針
﹂に
沿
っ

て
、
河
道
掘
削
や
堤
防
整
備
等
と

と
も
に
、洪
水
時
の
水
位
観
測
を
行

う
危
機
管
理
型
水
位
計
の
設
置
や

最
大
規
模
の
降
雨
を
想
定
し
た
洪

水
浸
水
想
定
区
域
図
の
作
成
な
ど

を
総
合
的
に
進
め
て
い
る
。

　
過
去
に
浸
水
実
績
の
あ
る
河
川

に
つ
い
て
、各
市
町
と
と
も
に
、河

川
整
備
と
内
水
排
除
な
ど
の
他
事

業
と
の
連
携
に
よ
る
、
流
域
に
お

け
る
総
合
的
な
治
水
対
策
の
検
討

を
進
め
て
い
る
。

　
条
例
は
、必
要
性
も
含
め
、引
き
続

き
、市
町
と
協
力
し
て
研
究
す
る
。

総
合
治
水
条
例
の
制
定

　
　

必
要
性
に
対
す
る
考
え
は
。

問

避
難
所
の
環
境
整
備

　
　

運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
と

環
境
整
備
が
行
え
る
体
制
構
築
は
。

問

答

問　
　
教
育
長
文
化
財
の
所
有
者
等

へ
の
保
存
管
理
の
指
導
・
助
言
や
、

文
化
財
保
護
指
導
委
員
の
定
期
的

な
パ
ト
ロ
ー
ル
に
よ
る
応
急
措
置

等
の
指
導
・
助
言
を
行
っ
て
い
る
。

　
修
復
に
は
、
伝
統
的
な
手
法
を

ま
も
り
な
が
ら
も
、
新
し
い
技
術

が
必
要
な
場
合
に
は
十
分
に
検

討
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。
多
額
の

経
費
や
人
的
体
制
の
充
実
が
必

要
に
な
る
た
め
、
引
き
続
き
、
国

に
財
政
的
な
支
援
の
拡
充
を
要

望
す
る
。

今
後
の
文
化
財
行
政
の
進
め
方

　
　

文
化
財
の
修
復
と
文
化
資
源

の
活
用
は
。

問答

　
　
知
事
新
た
な
県
文
化
芸
術
振

興
計
画
で
有
形
・
無
形
の
文
化
財

を
は
じ
め
と
す
る
文
化
資
源
の
磨

き
上
げ
を
図
り
、
地
域
の
魅
力

ア
ッ
プ
に
つ
な
げ
る
よ
う
、
積
極

的
に
活
用
す
る
。
教
育
委
員
会
と

と
も
に
、
必
要
な
サ
ポ
ー
ト
を
行

い
た
い
。

答

　
　
知
事
地
産
地
消
の
推
進
や
県

産
品
の
利
用
促
進
、
公
共
事
業
等

の
県
内
企
業
へ
の
優
先
発
注
な

ど
、
地
域
資
源
の
地
域
内
循
環
を

通
じ
た
県
経
済
の
活
性
化
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

　
本
県
が
誇
る
地
域
資
源
で
あ
る

希
少
糖
や
オ
リ
ー
ブ
等
、
地
域
の

強
み
を
生
か
し
た
、
新
た
な
活
力

と
付
加
価
値
を
生
み
出
す
成
長
産

業
の
育
成
・
集
積
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

　
今
後
、
地
域
内
経
済
循
環
の
研

究
内
容
等
に
つ
い
て
、
地
域
づ
く

り
団
体
を
対
象
と
し
た
研
修
会
な

ど
で
紹
介
し
、
意
見
交
換
な
ど
に

よ
り
、
地
域
資
源
を
活
用
し
た
地

域
づ
く
り
を
通
じ
た
県
経
済
の
活

性
化
に
努
め
た
い
。

　
　

本
県
の
研
究
と
実
践
に
向
け

た
本
格
的
な
取
組
み
は
。

問答　
　
知
事
避
難
所
管
理
運
営
指
針

を
平
成
26
年
に
策
定
し
、各
市
町
に

示
し
て
い
る
。
こ
の
指
針
は
﹁
ス

フ
ィ
ア
基
準︵
　
　
　  

︶﹂の
内
容

を
明
確
に
示
し
て
い
る
も
の
で
は

な
い
が
、避
難
者
の
良
好
な
生
活
環

境
を
確
保
す
る
た
め
、
パ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
の
間
仕
切
り
に
よ
る

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
確
保
や
、避
難
所

内
の
温
度
管
理
や
衛
生
管
理
に
努

め
る
こ
と
な
ど
避
難
生
活
に
対
す

る
き
め
細
か
な
支
援
の
た
め
の
配

慮
事
項
等
を
定
め
て
い
る
。各
市
町

に
は
、指
針
を
参
考
に
避
難
所
ご
と

の
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
す
る

よ
う
働
き
か
け
て
い
る
。

　
ス
フ
ィ
ア
基
準
を
満
た
す
避
難

所
の
環
境
整
備
は
、他
県
の
例
な
ど

も
研
究
し
な
が
ら
、各
市
町
と
情
報

共
有
を
図
り
た
い
。

答
※
４ 

ス
フ
ィ
ア
基
準
＝
国
際
赤
十
字
等
が
提
唱
す
る
災
害
や
紛
争
時
の
避
難
所
の
最
低
基
準
で
、正
式
名
は﹁
人
道
憲
章
と
人
道
対
応
に
関
す
る
最
低
基
準
﹂。﹁
世
帯
ご
と
に
十
分
に
覆
い
の
あ
る
生
活
空
間
を
確
保
す
る
﹂、﹁
１
人
あ
た
り
3.
5
㎡
の
広
さ
で
、覆
い
の
あ
る
空
間
を
確
保
す
る
﹂な
ど
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

※
4 

5
ペ
ー
ジ

左
欄
外
参
照

丸亀城跡南西部石垣崩落 丸亀市教育委員会提供

請
願
・
陳
情

議
員
提
出
議
案

○
継
続
審
査
　 

　
　    

　  

1
件

・
香
川
県
議
会
議
員
の
政
務
活
動
費  

 

の
領
収
書
等
の
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

 

ジ
で
の
公
開
等
に
つ
い
て

①
家
庭
教
育
支
援
法
の
制
定
を
求   

　
め
る
意
見
書
案︵
可
決
︶

②
介
護
人
材
の
確
保
対
策
を
求
め
る

　
意
見
書
案︵
可
決
︶

③
幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
の
確

　
実
か
つ
安
定
し
た
運
用
を
求
め
る

　
意
見
書
案︵
可
決
︶

●
意
見
書

◆
審
査
件
数

1
件

選
任
同
意
の
人
事
案
件

◆
香
川
県
監
査
委
員

　
　
　
　
　
　
　 

大
西
　
均︵
同
意
︶

議会インターネット中継実施中！！

【香川県議会インターネット中継アドレス】
http://smart.discussvision.net/
　smart/tenant/pref_kagawa/
　　　WebView/rd/council.html

香川県議会ホームページで公開され
ている本会議や委員会の生中継や録
画配信が、スマートフォンやタブレット
でも視聴できるようになりました。
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11月 定例会 一 般 （
要
旨
）質 問 12月11日

※
5 

マ
イ
キ
ー
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
構
想
＝
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
活
用
し
、
様
々
な
公
共
施
設
等
の
利
用
者
カ
ー
ド
を
一
枚
に
す
る
と
と
も
に
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
ポ
イ
ン
ト
等
を
地
域
経
済
応
援
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
全
国
各
地
に
導
入
・
合
算
し
、
様
々
な
住
民
の
公
益
的
活
動
の
支
援
と
地
域
の
消
費
拡
大
を
目
的
と
し
た
事
業
。

自民党議員会

谷久 浩一
議員

健康長寿の産業化・地域ブランド化は。
土庄町の植物工場では、低カリウム

レタスの栽培・販売を通じて地元を活

性化し、健康長寿に資する新たな栽培

素材や民間事業者による成果の活用に

ついて検討を進めている。個人の活動

量等を計測し、健康状態を分析する健康

向上効果測定等に取り組み、12月から、

県全体で健康づくりを後押しする「か

がわ健康ポイント事業」も開始した。

問
答

 マイナンバーカードの活用策は。
各市町に利活用を働きかけてきた結

果、４市が住民票の写しなどのコンビニ

交付サービスを導入したところである。

国のマイキープラットフォーム構想

（　　　　）に基づく施策は、マイナン

バーカードの取得促進をはじめ、地域の活

性化につながるため、県としても、先行自

治体の事例も参考にしながら、効果的な活

用策について具体的に検討を進めたい。

問
答

地域通訳案内士の育成と活用は。

高松空港の国際航空ネットワーク
の拡充に向けた取組みは。　

外国人旅行者のニーズ等の把握が重要で

あり、高松空港株式会社と連携して調査・分析

している。観光面では、観光庁の各種調査の分

析、ビジネス面では、経済団体の協力を得て海

外ビジネス需要等に関するアンケートを行っ

ており、結果を今年度中に取りまとめ、今後

の路線誘致や利用促進などに生かしていく。

問

答

10月末に59名が資格を取得したところ

であり、今年度から３年間で120名の育成

を目指したい。その活用では、県内の旅行

会社や観光施設、交通事業者、外国人観光

客などに「香川せとうち地域通訳案内士」

を周知するほか、全国通訳案内士制度の

事例などを参考に、関係者と地域通訳案内

士のマッチング支援について検討したい。

問
答

健康長寿社会に向けた取組みは。
健康寿命が延びるなど、順調に推移す

る指標がある一方で、順調でない指標もあ

り、健康づくり意識の醸成と主体的な健

康行動の定着化の取組みを一層強化する

必要がある。子どもの頃からの生活習慣病

予防に向けた効果的な施策と実施方法を

早急に検討し、かがわ健康ポイント事業

「マイチャレかがわ！」の取組みを進める。

問
答

「ワークサポートかがわ」の取組みは。
平成29年の開設から10月末までの就職

相談件数は3,520件、県外在住者53人を含む

161人が県内企業に就職した。県外へ進学

し、県内企業の情報を十分に理解することな

く県外で就職する若者が多いため、合同就職

面接会や県外でのフェアの開催により、魅力

や情報を発信する。優れた技術を持つ県内企

業を紹介する情報冊子の作成を検討したい。

問
答

土地改良事業の推進は。
国が創設した制度や県独自の小規模

ほ場整備における農地の集積・集約率に

応じた農家負担の軽減事業を活用した

新規要望が増加傾向にある。ため池のサ

イホン取水施設など農業水利施設の機

能低下への対応は重要な課題であり、市

町や土地改良区等と連携しながら、定期

的な施設診断や保全管理を支援し、施

設の更新・長寿命化対策も促進する。

問
答

議員
公明党議員会

都築 信行

医療的ケア児への支援策は。
短期入所は県内６か所で行っており、

かがわ総合リハビリテーションセンターで

は3月に療養介護施設で20病床を45床に

増床した。今年度から、保健、医療、福祉な

どの関係機関による協議の場を設置し、２

度の意見交換を踏まえたアンケート調査を

行っているところである。今後、研修の充実

と調査結果を踏まえた施策の検討を行う。

問
答

学校施設の安全対策は。問
答 空調設備について、県立高校では、

保健室やパソコン教室等には県費で設

置しているが、普通教室やその他の特

別教室には平成16年から保護者負担で

設置が進められてきた。県費負担への切

り替えは、他県の状況等も参考にしなが

ら費用負担のあり方等を研究したい。体

育館では、固定式空調設備が設置され

た公立学校はなく、避難所を設置・運営

する市町の防災担当部局とも十分協議

し、対応する必要がある。公立小中学校

の特別教室や体育館への整備は、国の

交付金を活用できるため、市町教育委

員会への情報提供等にも努める。

　県立学校の全ての防火シャッターに

ついて、専門業者による点検を今年度末

までに実施するなど必要な安全対策を

講じ、市町教育委員会に安全教育の充

実など、安全対策の実施の周知を図る。

犯罪抑止等に向けたドライブレ
コーダーの活用策は。
問

県内の運輸業界３団体と協定を締結

し、客観的な情報収集に努めている。自

治体の取組みは、住民に協力を呼びかけ

るもので、動く防犯カメラとして効果が期

待されるなど、県民の安全・安心の確保

に有効などの意見もある一方で、適正

な管理の徹底や慎重な運用も必要であ

り、他県の取組みも参考に研究したい。

答

自民党県政会

氏家 孝志
議員

夜型観光の効果と今後の取組みは。問
新たに琴平町で実施した夜型イベン

トでは、多くの観光客の町内での回遊

につなげられた。宿泊観光客へのＰＲ

や利便性の向上に取り組んだ結果、会

期６日間で延べ約2,200名の来場者が

あり、観光客の誘致にもつながった。今

回の実施結果も踏まえ、夜型イベント

に取り組む民間事業者や市町等の動

きを促進する取組みを検討したい。

答

※5 7ページ
左欄外参照

自民党県政会

佐伯 明浩
議員議員

リベラル香川

岡野朱里子

県の障がい者雇用における正規職
員の募集要件の検討は。

これまでは身体障害者のみを対象として

いたが、法の趣旨を踏まえるとともに、国や他

県の状況等を参考にしながら精神障害者や知

的障害者への対応を検討する。受験資格の

「自力により通勤ができ、かつ介護者なしに職

務の遂行が可能であること」は、法の趣旨か

ら不適切であったと考えており、廃止したい。

問

答

児童心理治療施設・若竹学園にあ
る分教室を分校化すべきでは。

知事県設置の斯道学園では、分校化

により、子どもの学習意欲の向上などの

効果が見られる。若竹学園には、下笠居小

学校と中学校の分教室が設置されている

が、分校化には、一定の施設整備等が必

要となり、施設の設置者である法人と高

松市との間で検討を要する。この検討が

行われる場合には、県も参画したい。

問

答

児童虐待事件における検証報告を
受けての所感と取組みは。

検証報告を真摯に受け止め、改善す

べき点は、早急に見直しを進める。転居

前の対応であるアセスメントシートの作

成や申立てに係る判断、転居に伴う対

面引継ぎを行っていなかったことは深

く反省すべき点であると考えている。

　保護や措置への対応では、リスクが

高い場合には、これまで以上に保護者

の意向にかかわらず、一時保護等を躊

躇なく実施することにより、子どもの

安全確保を最優先に取り組みたい。

　一時保護の解除は、子どもの状況を見

極め、慎重に判断する必要がある。施設へ

の一時保護委託中の子どもの支援に十分

な対応が可能となるよう、委託に係る措

置費の増額を国に要望する。児童相談

所の法的対応力の強化では、弁護士に日

常的に相談を行える体制を整備したい。

問

答

自民党議員会

松本 公継
議員

地区防災計画策定の促進策は。
今年度、モデル地区を設け、ノウハウ

を蓄積することとした。住民も参加した

研修会や防災まち歩きを実施するなど

関係団体の指導・助言も得ながら取り組

んでいる。現在、素案の作成を終えたとこ

ろであり、検証訓練を経て、今年度内には

計画策定を終えたい。当地区での取組み

を踏まえ、計画策定の手引きを作成し、

市町や地域に積極的に働きかけたい。

問
答

クルーズ客船誘致の対応と決意は。
平成31年の高松港への寄港回数は、30年

の14回を大きく上回る26回で過去最高となる

見込みである。11万トン級の巨大船では、朝日

地区での受入れに向けて調整を進めており、

歓迎行事など受入体制を整えたい。サンポー

ト高松のロケーションや交通アクセスの良さ

など、本県の優位性をアピールしながら、

クルーズ客船の誘致に積極的に取り組む。

問
答

観光客の誘致に向けた戦略は。
海外向けには、高松空港の定期路線就航

先を中心に誘客活動を行うほか、高い経済波

及効果が見込める欧米豪市場の富裕層への

プロモーションや、旅行商品に本県のアートな

どが組み込まれるよう効果的な誘客活動を検

討する。国内では、首都圏でのプロモーション

活動のほか、ターゲットにあわせた各種メディ

アの活用など、効果的な情報発信を行う。

問
答

創業支援の取組みと考え方は。
経営面での課題解決のため、創業

支援センターに専門家を配置し、昨年

度は、約270件の相談に対応したほか、

資金面では、創業間もない企業等の研

究開発などに要する経費に対して助成

を行った。新たに、起業等の初期段階

に必要な経費を補助する起業等スター

トアップ支援事業にも取り組み、今年

度は17件の創業等を支援している。

問
答

スマート農業の現状と取組みは。
県農業試験場では、来年度を目途に葉

ねぎの出荷時期などが予測できるシステ

ムを開発している。イチゴのらくちん栽

培では、高品質・多収生産技術を産地全体

の情報ネットワークで共有する現地実証

を進めている。県内の農業経営者が企画

段階から共同研究者として参画し、民間

企業等とチームを組むことで、高度で実

用性の高い技術開発を目指している。

問
答いじめ問題や不登校への対応方針は。

24時間いじめ電話相談など相談体制の

充実や本県独自の「いじめゼロ子どもサミッ

ト」の開催により、いじめ防止に向けた児童

生徒の意識が高まっている。不登校の児童生

徒の中には、家庭の状況等が複雑に絡み合

い、学校だけでは解決できない問題を抱えて

いる場合が多いことから、家庭環境への働き

かけや関係機関との連携を一層進めている。

問
答

認知症施策の取組みは。
運動・栄養・社会交流による予防に

取り組むため、今年度は介護予防教室

への理学療法士等の講師派遣を80回実

施した。９月には戸田恵子さんを講師に

迎えたシンポジウムに約800人が参加し

た。認知症サポート医を昨年度末まで

に41名、今年度も14名養成したほか、

認知症初期集中支援チームの構成員に

研修を実施し、活動を支援している。

問
答

動物愛護施策への取組みは。
さぬき動物愛護センターでは、クイズ等の

デジタルコンテンツの設置、子ども向け愛護

教室の開催等により、普及啓発を進める。犬

や猫にふれあうイベントや譲渡会を定期的に

開催し、譲渡を推進する。今年度から、保健

所から譲り受け飼養する犬猫の診療費用補

助を開始したほか、研修会や意見交換を行

い、ボランティアとの連携強化に努めている。

問
答

※議員の会派名は質問時点のもの
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※
7 

国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
＝
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
機
構
︵
本
部
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
︶
が
提
供
す
る
３
歳
か
ら
19
歳
ま
で
を
対
象
と
し
た
国
際
的
な
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
。
日
本
の
高
校
段
階
に
相
当
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
修
了
後
、最
終
試
験
に
合
格
す
れ
ば
、
国
際
的
に
認
め
ら
れ
る
大
学
進
学
資
格
が
取
得
で
き
る
。

水道事業の広域化は。問
答

警察官の人員配置は。
過去10年間、人身安全関連事案等に

対処するため、計36人を増員し、警察官

の定数は1,859人である。管轄区域を越

えた事案の対処や現場活動の支援体制

を強化する必要から、全体に占める警察

署の定数は66％、同様に警察官の定数

は89％で10年前とほぼ同じ水準で推移

している。新人警察官は、早期戦力化に

向け、教養・訓練に取り組んでいる。

問
答

水道料金は、10年間の経過措置期間

を設け、施設整備水準や財政格差の是

正を図ったうえで統一する。施設の耐震

化は、基幹管路の耐震化率を昨年度末

の17％から2027年度末には36.3％に引

き上げる。広域化の目的である、将来に

わたり安全な水を安定的に供給していく

ことは、県の責務でもあり、課題解決に

向け、企業団と連携して取り組む。

自民党県政会

新田 耕造
議員 議員

共産党議員団 自民党県政会

樫　昭二 白川 和幸
議員

知事の公用車使用は。
移動元または移動先が公務場所で

あることを原則に、裁判例などを踏まえ

て実際の運用にあたっている。今後、より

一層の注意を払いたい。運転担当職員の

超過勤務は、働き方改革の議論も踏ま

え、今年度上半期には、前年度同期に

比べて25％程度減少した。今後、さらに

シフトの拡大等の工夫を図り、職員の

ワークライフバランスに十分配慮する。

問
答

新県立体育館の需要予測・収支は。
需要予測は、他のスポーツ施設等の

状況、市場動向、様々な団体等へのヒア

リング結果をもとに、基本計画に織り

込んでいる。収支は、支出が収入を上回

る結果となっているが、公共サービスを

目的とする公立体育館として、一定の負

担は生ずるものと考える。管理運営をさ

らに検討、方法を調査する中で、需要予

測や収支についてもさらに精査する。

問
答

国民健康保険の財政支援拡充や所
得に応じた保険料と免除等の所見は。

今回の制度改革で平成27年２月に国

と地方間で公費を3,400億円拡充するこ

とで合意している。まずは、今後も国の

責任による確実な実施を求めたい。国保

料の算定では、均等割、平等割を廃止し

た場合、賦課限度額を引き上げなけれ

ば、低所得者にしわ寄せがいき、引き上

げれば、受益と負担との間に著しい不均

衡が生じる問題がある。国への公費負担

の要望では、全国知事会は、医療保険制

度間の公平と財政基盤の確立を要望し

ており、本県も財政支援の確実な実施を

要望している。国保料の免除は、現行の

減免制度を活用し、各市町で適切に対応

している。法第９条の被保険者証の返

還等は、国の通知により、各市町でき

め細かな対応が行われる必要がある。

問

答

公立幼稚園の労働環境改善は。
支援員を年２回派遣し、指導・助言な

どを行っている。幼児教育の質の向上で

は、退職した園長をスーパーバイザーとし

て県教育センターに配置し、要請のあった

幼稚園を巡回し、園の運営や教員の働き

方の見直し、園内研修の方法などの助言

を行っている。昨年度から、ミドルリー

ダー養成研修会を年３回開催している。

問
答

県立病院での医師確保策は。
病院事業管理者香川大学に医師派遣を

強く働きかけ、専門医の育成や研修医のキャ

リアアップの取組みに、香川大学卒業医師も

受け入れている。特別枠の設定は、各病院で

の診療科の充足状況等を踏まえ、必要性を

検討する。先進医療を学ぶための海外派遣

は、現行の医師派遣研修制度を活用し、最新

の知識や技術の習得が進むよう取り組む。

問
答

医学生修学資金貸付制度の拡大は。
知事香川大学で貸付けを受けている医学

生は83名である。県内に配置された医師は18

名おり、97名まで増加する見込みである。一層

の県内定着を目指し、地域枠での入学を来年

度から県内出身者に限定する。地元定着率

は、出身地の大学に進学し、臨床研修を行っ

た場合、約９割と最も高い。効果的な施策を早

急に検討し、一層の確保対策に取り組みたい。

問
答

小学校における学習支援は。
英語の授業では、本年度から、中学

校の英語科教員が小学校5・6年生の

英語授業を週１時間程度サポートする

体制を整えている。プログラミング教

育では、教員の研修を行うなど準備を

進めている。今後は、ＩＴ企業の方など

に、教員研修や教材作成の支援を依頼

したり、ゲストティーチャーとしての活

用なども検討する必要がある。

問
答

外国人労働者の受入環境整備は。
外国人労働者の一層の増加が見込

まれるため、新たに県内企業の外国人

労働者の受入れや、雇用等に関する相

談に対応できる体制について検討す

る。国における「外国人材の受入れ・共

生のための総合的対応策」の検討状況

も注視しながら、外国人との共生社会

の実現に向け、より積極的に取り組む。

問
答

高収益作物の生産、販売開拓、ＡＩ
等技術開発への支援は。

消費者のニーズに対応するため、県

産農産物の機能性成分を調査のうえ、

訴求力の高いＰＲを展開し、売れる農

産物づくりを進める。葉ねぎの病気の

発生や収穫時期などを予測するシステ

ム開発は、適期防除や適期収穫など品

質の向上や計画出荷により、ブランド力

の強化や販路の拡大につなげる。

問

答
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部
活
動
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
＝
中
学
校
、高
等
学
校
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
、発
達
段
階
に
応
じ
た
適
切
な
休
養
日
や
活
動
時
間
を
設
定
し
た
う
え
で
、外
部
指
導
者
等
の
活
用
に
よ
り
、で
き
る
だ
け
短
時
間
に
、効
率
的
か
つ
効
果
的
な
活
動
を
行
う
よ
う
示
し
た
も
の
。

自民党議員会

高木 英一
議員 議員

リベラル香川 自民党県政会

森　裕行 寺嶋 昌夫
議員

地場産業活性化の取組みは。
石材等の地場産業組合等が取り組むブラ

ンドイメージや認知度向上、人材育成の取組

みを重点的に支援するほか、伝統工芸士の認

定や伝統的工芸品展の開催などにより、一層

の普及と認知度の向上を図っている。産地組

合等でも、瀬戸内国際芸術祭と連携した様々

なイベント等の実施により、一層の認知度

向上や販路拡大につながると考えている。

問
答

創業支援センターでの相談対応や新

規創業融資等による資金面での支援を

行っている。今年度からの起業等スター

トアップ支援事業では、先端技術の活用

にチャレンジする起業等への補助上限

額を50万円から500万円に引き上げ、建

設現場で天井や壁を作る作業を補助す

るロボットの開発等を支援している。

先端技術を活用したベンチャー企
業の創出促進は。
問

答

８月末にガイドラインの素案をとり

まとめ、市町や県立学校等へ提示した。

意見を聴取したうえで、２月の検討委員

会を経て３月に策定する予定である。

部活動を基盤にスポーツでは競技団

体等、芸術文化等では各分野の専門家

等と連携して、より高いレベルで生徒

の持つ力を伸ばすことが重要である。

部活動ガイドライン（　　　　）策
定の検討状況と部活動の考え方は。
問

答

国際バカロレア（　　　　）に関する
研究の進め方と本県教育への導入は。

認定校は全国で42校、１学年の生徒

数は20名以内で設定されている。昨年度

から、認定校の視察や、授業を行う資格

取得の研修会への教員派遣などを行い、

研究を進めている。プログラム実施には、

教育課程の編成等の課題があり、国の動

向や、近県の状況等の情報収集を行い、

教育内容や諸課題の研究を進める。

問

答

ＭＩＣＥ誘致の取組みは。
９月の国際会議には、海外から45か国

500名以上の研究者が来県した。国際会議

等の開催を増やすためには、関係団体等と緊

密に連携した誘致が重要であり、サンポート

高松での開催をアピールする映像の制作や

香川らしい魅力ある特別な場所の掘り起こし

など、関係者とともに誘致ツールの充実に取

り組んでおり、効果的な誘致に努める。

問
答

高齢者の雇用拡大と健康づくりや
介護予防の取組みは。

就労相談等のほか、今年度から、高齢者

の職域拡大のため、安全対策を行う企業にも

経費の一部を助成し、働きやすい環境づくり

を促進している。介護予防等では、取組みの

中心となる市町の人材育成を図るため、今年

度は、先進事例の情報提供や、県外の研修

会に市町職員を派遣するなど支援している。

問

答

災害時における災害弱者対策は。
避難行動要支援者の個別支援計画

は、２市町が策定済みで15市町が策定

中である。避難行動要支援者名簿は、約

７割が地域の避難支援関係者へ情報提

供され、７月豪雨の際にも活用された。

福祉避難所の指定は、すべての市町で

合計189か所を指定し、同施設の今年

度の訓練は６市町で実施予定である。

問
答

文化財保護の対策と方向性は。
教育長専門職員の約半数が50歳代

であり、積極的に観光や地域振興に活用

するには、建造物など多様な文化財に対

応できる人材の確保や育成に努め、文化

財保護体制を整備する。文化財の保存・

活用の基本的な方向性を明確にし、市町

が策定する文化財保存活用地域計画等

への指導・助言、市町をまたぐ広域的な調

整などの役割を担っていく必要がある。

問
答

ひきこもりの今後の取組みは。
県では、精神保健福祉センター内に

ひきこもり地域支援センターを設置し、

対策を進めてきた。内閣府は、今年度、ひ

きこもり調査を一部の市町で行う予定で

あると聞いており、本県も64歳までを対

象に県内全市町でひきこもりの実態調

査を実施したいと考えている。市町等と

連携して必要な施策を検討し、国の補

助事業を有効に活用して取り組みたい。

問
答

瀬戸内国際芸術祭での地域連携は。問
前回のパートナーシップ事業を拡充し、

市町推薦の見どころスポットと芸術祭の会

場の両方を訪れる来場者に、訪問数に応じ

て抽選で県産品を贈り、県内全域への誘導

を図りたい。作品鑑賞パスポートを提示する

ことで、入場料の割引などの特典が受けら

れる協力施設を設けるが、文化施設や観光

施設に加えて、飲食店にも対象を広げたい。

答
本県独自の少子化対策は。問
親となる若い世代が人生設計を考え

られるよう、妊娠・出産などの知識やラ

イフデザインを学ぶ講座を今後も実施す

る。３人以上子どものいる家庭が県内加

盟店で買い物の際に割引きなどの特典

が受けられる「さんさんパスポート事業」

に取り組んでおり、加盟店の募集や県

民の皆様への周知に努める。幼児教育・

保育の無償化なども注視し、検討する。

答

文化財のまちづくりへの活用は。問
知事文化財の適切な保護と積極的な

活用を図ることで、県民がふるさとに誇り

を持ち愛着を感じるような地域活力の向

上につなげていく必要がある。知事部局

への移管は、来年度の法改正施行とあわ

せて行うことは考えていないが、文化財を

次世代に確実に継承し、まちづくりにも

活用するため、今後、十分検討したい。

答

※6 8ページ
右欄外参照
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今
後
の
県
立
高
校
の

あ
り
方
を
示
す
次
期
計
画

常任委員会だより

■
文
教
厚
生
委
員
会

　
そ
の
ほ
か
、
県
立
病
院
の

経
営
改
善
に
向
け
た
取
組

み
、
介
護
人
材
の
確
保
と
育

成
、
児
童
虐
待
へ
の
対
応
、
待

機
児
童
対
策
、
小
児
が
ん
の

早
期
発
見
等
、
ハ
サ
ッ
プ
︵
Ｈ

Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
︶、
県
立
高
校
の
入

学
定
員
の
削
減
、
学
校
に
お

け
る
が
ん
教
育
、
コ
ン
ス
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
、
小
・
中
学
校
及
び
高
校
の

適
正
規
模
、ス
ー
パ
ー
讃
岐
っ

子
育
成
事
業
な
ど
に
つ
い
て

た
だ
し
ま
し
た
。

■
経
済
委
員
会

来
園
者
数
は
、
平
成
27
年
度

に
過
去
最
高
の
69
万
人
と
な
り
、

そ
の
後
も
65
万
人
か
ら
67
万
人
で

推
移
し
、
外
国
か
ら
の
観
光
客
も

増
え
て
い
る
。ス
ペ
ー
ス
シ
ア
タ
ー

の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
は
、
国
内
最
高

水
準
の
光
学
式
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

や
８
Ｋ
相
当
の
映
像
に
対
応
し
た

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
等
を
導
入
し
、
乳

幼
児
用
の
遮
音
室
も
設
置
し
て
、
４

月
中
の
オ
ー
プ
ン
を
目
指
す
。
児

利
用
状
況
と
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
の
内
容
は
。

さ
ぬ
き
こ
ど
も
の
国
の
魅
力
向
上

か
が
わ
働
き
方
改
革
推
進
事
業

童
館
の
展
示
物
や
乳
幼
児
向
け
の

遊
び
場
等
の
整
備
、
授
乳
ス
ペ
ー

ス
増
設
の
設
計
を
行
っ
て
い
る
。

　
そ
の
ほ
か
、
自
然
災
害
発

生
時
に
お
け
る
外
国
人
観
光

客
へ
の
情
報
提
供
、Ｔ
Ｐ
Ｐ

11
や
日
欧
経
済
連
携
協
定
の

活
用
促
進
、
中
小
企
業
設
備

投
資
資
金
利
子
補
給
補
助
事

業
、
外
国
人
観
光
客
に
対
す

る
県
内
へ
の
宿
泊
促
進
策
、

首
都
圏
に
お
け
る
県
産
品
の

情
報
発
信
の
強
化
、
た
め
池

の
防
災
対
策
、
農
業
の
担
い

手
の
確
保
・
育
成
、
試
験
研
究

の
推
進
な
ど
に
つ
い
て
た
だ

し
ま
し
た
。

お
い
で
ま
い
の
消
費
拡
大

今
年
度
か
ら
11
月
と
12
月

を
﹁
お
い
で
ま
い
食
べ
よ
う
月
間
﹂

と
し
、
新
米
発
表
会
で
﹁
お
い
で
ま

い
フ
レ
ン
ズ
︵
　
　
　
　
︶﹂
に
よ

る
ダ
ン
ス
と
歌
を
お
披
露
目
す
る

な
ど
、
認
知
度
を
向
上
し
消
費
拡

大
に
取
り
組
む
。

　
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
を
中

心
に
Ｊ
Ａ
香
川
県
と
連
携
し
て
、

栽
培
技
術
の
指
導
や
、
栽
培
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
全
栽
培
者
へ
配
布
す

る
。品
質
・
食
味
の
向
上
対
策
と
し

販
路
・
消
費
拡
大
と
作
付
拡

大
に
よ
る
品
質
の
維
持
・
確
保
は
。

県
全
体
の
協
議
会
や
東
か

が
わ
・
さ
ぬ
き
地
域
の
懇
談
会
に

お
け
る
検
討
状
況
は
。

て
、
色
彩
選
別
機
の
導
入
支
援
を

行
い
、
品
質
の
高
位
安
定
化
を
図

り
、生
産
増
に
取
り
組
む
。

県
全
体
の
協
議
会
は
、
こ
れ

ま
で
４
回
開
催
し
、
各
委
員
す
べ

て
の
意
見
に
、
次
世
代
の
香
川
を

担
う
人
材
育
成
を
期
待
す
る
思
い

が
共
通
し
て
お
り
、
目
指
し
て
い

く
方
向
性
は
同
じ
と
考
え
る
。
今

後
は
、
協
議
会
で
の
意
見
を
参
考

に
、
県
と
し
て
次
期
計
画
に
盛
り

込
む
べ
き
内
容
の
検
討
を
進
め
、

全
国
か
ら
の
生
徒
受
入
れ
に
よ
る

県
立
高
校
の
活
性
化
な
ど
も
、
重

点
課
題
と
し
て
検
討
し
た
い
。

　
ま
た
、
東
か
が
わ
・
さ
ぬ
き
地
域

の
懇
談
会
は
、
こ
れ
ま
で
２
回
開

催
し
、﹁
将
来
の
進
路
が
狭
ま
ら
な

い
よ
う
学
科
等
の
選
択
肢
を
多
く

し
て
ほ
し
い
﹂、﹁
高
校
の
存
在
は

地
元
の
活
性
化
、
人
材
輩
出
に
大

き
く
影
響
す
る
﹂
な
ど
の
意
見
は
、

こ
れ
か
ら
の
東
讃
地
域
の
高
校
の

あ
り
方
を
考
え
て
い
く
上
で
、
重

要
な
視
点
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。
今
後
は
、
い
た
だ
い
た
意
見
を

県
全
体
の
協
議
会
で
の
協
議
に
反

映
さ
せ
た
い
。
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問答
働
き
方
改
革
を
進
め
る
た

め
に
は
、
な
に
よ
り
も
企
業
の

ト
ッ
プ
の
理
解
が
必
要
不
可
欠
で

あ
る
の
で
、
働
き
方
改
革
の
理
解

を
進
め
る
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
の
開

催
や
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
派
遣
の
ほ

か
、
今
年
度
か
ら
﹁
か
が
わ
働
き
方

改
革
推
進
宣
言
﹂
を
行
う
企
業
の

募
集
を
行
い
、
他
の
模
範
と
な
る

よ
う
な
優
れ
た
取
組
み
を
﹁
か
が

わ
働
き
方
改
革
推
進
大
賞
﹂
と
し

県
内
中
小
企
業
へ
の
支
援
内
容

と
働
き
方
改
革
関
連
法
の
周
知
方
法
は
。

て
表
彰
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
こ
の
推
進
宣
言
を
行
っ

た
上
で
、
働
き
方
改
革
の
推
進
に

必
要
な
設
備
整
備
を
行
う
企
業
へ

の
助
成
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
働
き
方
改
革
関
連
法
の
内

容
を
県
内
企
業
が
正
し
く
理
解
し

準
備
を
進
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
今

般
の
改
正
法
の
内
容
に
つ
い
て
、
香

川
労
働
局
と
も
連
携
し
な
が
ら
、

様
々
な
機
会
を
と
ら
え
て
周
知
に

努
め
る
と
と
も
に
、
生
産
性
向
上

や
職
場
環
境
改
善
の
た
め
の
助
成

制
度
等
に
よ
り
、
県
内
中
小
企
業

の
働
き
方
改
革
を
推
進
し
た
い
。

問答

問答問答

さぬきこどもの国 わくわく児童館

※
8 

お
い
で
ま
い
フ
レ
ン
ズ
＝
県
内
の
９
〜
27
歳
の
男
女
５
人
で
、お
い
で
ま
い
の
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー﹁
お
い
で
ま
い
ち
ゃ
ん
﹂の
友
達
と
し
て
、県
内
外
で
の
販
促
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
参
加
す
る
。

※
8 

11
ペ
ー
ジ

左
欄
外
参
照

「おいでまいフレンズ」誕生（新米発表会）

10常任委員会だより

常
任
委
員
会
だ
よ
り

　
そ
の
ほ
か
、
外
国
人
の
受

入
環
境
の
整
備
、
健
康
長
寿

の
産
業
化
・
地
域
ブ
ラ
ン
ド

化
、
移
住
・
定
住
の
促
進
、
文

化
芸
術
振
興
計
画
、
香
川
漆

芸
の
振
興
、
新
県
立
体
育
館

の
整
備
、
専
修
学
校
・
各
種
学

校
の
振
興
、
新
た
な
県
民
歌

の
作
成
、
高
齢
者
等
の
消
費

者
被
害
防
止
対
策
、
交
通
死

亡
事
故
抑
止
対
策
、
メ
ロ

デ
ィ
パ
ト
ロ
ー
ル
の
復
活
な

ど
に
つ
い
て
た
だ
し
ま
し

た
。

　
そ
の
ほ
か
、
放
置
竹
林
対
策
、

豊
島
廃
棄
物
の
処
理
、希
少
野
生

生
物
オ
ニ
バ
ス
の
保
護
、環
境
保

全
公
社
と
県
と
の
役
割
分
担
、海

ご
み
対
策
、
森
林
経
営
管
理
法

施
行
へ
の
対
応
、
太
陽
光
発
電

設
備
の
適
切
な
管
理
、下
水
道
事

業
の
広
域
化
・
共
同
化
、
民
間
住

宅
の
耐
震
対
策
、建
設
業
の
社
会

保
険
等
未
加
入
対
策
、
民
間
施

設
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
安
全
対
策
、

道
路
の
舗
装
の
維
持
管
理
、
建

設
業
の
担
い
手
確
保
・
育
成
な

ど
に
つ
い
て
た
だ
し
ま
し
た
。

■
総
務
委
員
会

７
月
豪
雨
で
被
災
し
た
公
共

土
木
施
設
１
５
０
か
所
余
り
の
う

ち
、
国
の
査
定
に
よ
り
80
か
所
で

災
害
復
旧
事
業
の
採
択
を
受
け
た
。

　
県
管
理
施
設
は
、47
か
所
で
７
億

１,
８
０
０
万
円
余
の
査
定
決
定
を

受
け
て
い
る
。
被
害
拡
大
の
お
そ

れ
が
あ
っ
た
箇
所
の
応
急
復
旧
工

事
は
完
了
し
て
お
り
、
46
か
所
で

本
復
旧
工
事
に
着
手
し
て
い
る
。

　
こ
の
ほ
か
、
放
置
す
れ
ば
降
雨

７
月
豪
雨
被
災
箇
所
の
復
旧

工
事
の
状
況
と
、
そ
の
後
の
台
風
に

よ
る
被
害
状
況
や
対
応
は
。

今
年
度
発
生
し
た
災
害
の
復
旧

等
に
よ
り
重
大
な
被
害
を
与
え
る

お
そ
れ
が
あ
る
土
砂
災
害
発
生
箇

所
４
か
所
は
、
国
か
ら
﹁
災
害
関
連

事
業
﹂の
採
択
を
受
け
て
い
る
。

　
ま
た
、
８
月
の
台
風
20
号
、
９
月

上
旬
の
台
風
21
号
、
秋
雨
前
線
に

よ
る
豪
雨
及
び
９
月
下
旬
の
台
風

24
号
に
よ
り
、
県
管
理
施
設
51
か

所
が
、
３
億
８,
０
０
０
万
円
余
の

被
害
を
受
け
た
。
こ
の
う
ち
５
か

所
で
６,
６
０
０
万
円
余
の
査
定

決
定
を
受
け
、
残
り
の
箇
所
も
順

次
査
定
を
受
け
る
予
定
で
あ
る
。

　
被
災
箇
所
は
生
活
に
密
接
し
て

お
り
、復
旧
に
全
力
で
取
り
組
む
。

問答

県
民
参
加
の
森
づ
く
り
の
推
進

全
国
育
樹
祭
を
契
機
に
活
性

化
し
た
﹁
緑
の
少
年
団
﹂
の
活
動
を

よ
り
一
層
促
進
す
る
た
め
、
植
樹
・

育
樹
体
験
活
動
や
活
動
発
表
会
を

開
催
し
、
活
動
に
つ
い
て
の
情
報

交
換
や
交
流
を
図
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、﹁
み
ど
り
の
学
校
﹂
で
は
、

学
び
の
場
と
し
て
ウ
ォ
ー
ク
行
事

等
の
体
験
・
学
習
・
実
践
が
で
き
る

多
様
な
講
座
を
実
施
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、森
づ
く
り
活
動
を
担
う

団
体
の
指
導
者
や
後
継
者
を
育
成

現
在
の
取
組
み
は
。

す
る
た
め
、
大
学
教
授
等
を
講
師

と
し
た
専
門
知
識
や
安
全
管
理
に

関
す
る
講
座
を
実
施
し
て
い
る
。緑の少年団が満濃池森林公園で桜を記念植樹

問答 ■
環
境
建
設
委
員
会

知
事
部
局
に
お
け
る
障
害

者
雇
用
率
を
再
点
検
し
た
結
果
、

法
定
雇
用
率
を
下
回
っ
て
い
た

こ
と
か
ら
、
今
後
は
非
常
勤
職
員

も
対
象
と
し
た
障
害
者
雇
用
を

進
め
て
い
く
。

　
非
常
勤
職
員
の
採
用
に
当
た
っ

て
は
、
障
害
の
種
別
や
程
度
に
よ

ら
ず
、
よ
り
幅
広
く
障
害
者
に
雇

用
の
場
を
提
供
で
き
る
よ
う
、
会

場
の
設
営
補
助
や
書
類
の
封
入
等

の
業
務
の
集
約
化
を
考
え
て
い
る
。

非
常
勤
職
員
を
対
象
と
し

た
障
害
者
雇
用
の
検
討
状
況
は
。

障
害
者
の
雇
用

　
ま
た
、
勤
務
時
間
に
つ
い
て
は
、

障
害
の
程
度
や
体
調
等
に
合
わ
せ

て
柔
軟
に
勤
務
で
き
る
よ
う
に
す

る
ほ
か
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

等
に
配
慮
が
必
要
な
場
合
を
想
定

し
、
専
属
の
支
援
員
の
配
置
に
よ

る
サ
ポ
ー
ト
も
検
討
し
て
お
り
、

募
集
に
際
し
て
は
、
身
体
障
害
者

に
加
え
て
知
的
障
害
者
や
精
神
障

害
者
も
対
象
に
加
え
た
い
。

　
4
月
の
段
階
で
法
定
雇
用
率
を

達
成
す
る
た
め
に
は
、
全
体
で
十

数
名
程
度
を
採
用
し
た
い
と
考
え

て
お
り
、
遅
く
と
も
年
明
け
に
は

公
募
を
開
始
し
た
い
。

瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
２
０
１
９

ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
の
内
容
と
海

外
か
ら
の
来
場
者
へ
の
対
応
は
。

ツアーガイドが案内するオフィシャルツアー

チ
ャ
ー
タ
ー
船
を
多
く
利

用
し
て
、
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
が
ア
ー

ト
作
品
や
島
の
歴
史
・
文
化
な
ど

を
案
内
す
る
ほ
か
、
島
の
食
も
楽

し
め
る
も
の
を
企
画
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
海
外
か
ら
の
ツ
ア
ー
参

加
者
に
対
す
る
ガ
イ
ド
の
育
成
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
せ

と
う
ち
島
旅
ガ
イ
ド
育
成
研
修
を

実
施
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
主
要
な

案
内
所
等
に
外
国
語
を
話
せ
る
要

員
を
配
置
し
、
各
島
の
案
内
所
に

翻
訳
ア
プ
リ
を
導
入
し
た
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
を
配
備
す
る
。

問答

問答
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「団らん」 高松西高校２年 田頭 梨華さん（文章は30年１月応募時のものです。）
　塩江にある「ぎゃらりーかふぇ楓林」で撮影しました。古民家を利用したカフェで、とても暖かみ
のある心地の良い場所でした。みんなの体を温める火、その周りに集まって、楽しく話している姿は
まるで家族の団らんのように見えました。この場所はいろんな人の心を温めることができるのでは
ないかと思いました。撮影後、家に帰って母に見せると「なんだか和む写真だね。」と言ってくれまし
た。まだ写真部に入部して一年しか経ってないですが、いろんな人と交流することができました。
これからもそのような時間を大切にして、心温まるたくさんの写真を撮り続けたいと思います。

「高校生フォトコンテスト」の入
賞作品のうち、県議会議長賞
を各号の表紙としてお届けし、
広報委員長賞及び佳作を誌面
でご紹介します。
入賞者の言葉とともに高校生
の視点でとらえた「香川」のあ
れこれをお楽しみください。

今月の表紙

高校生フォトコンテスト 佳作 
「昔へタイムスリップ」

撮影者：高松西高校2年　小早川 優衣さん

高校生フォトコンテスト広報委員長賞
「二人だけの」

撮影者：坂出第一高校3年　木下 龍哉さん
（学校名・学年は30年１月応募時のものです。）

閉
会
中
の
委
員
会
活
動〈
10
〜
11
月
〉

◆
総
務
委
員
会

︵
11
月
21
日
・
現
地
視
察
︶

︵
株
︶
Ｓ
Ｔ
Ｎ
ｅ
ｔ
新
高
松
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
Ｐ
ｏ
ｗ
ｅ
ｒ
ｉ
ｃ
ｏ

︵
パ
ワ
リ
コ
︶
、
特
殊
詐
欺
被
害
防
止
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
︵
高
松
市
︶、

さ
ぬ
き
市
役
所
税
務
課
︵
さ
ぬ
き
市
︶

◆
環
境
建
設
委
員
会

︵
11
月
16
日
・
現
地
視
察
︶

綾
川
︵
坂
出
工
区
︶︵
坂
出
市
︶
、
前
池
︵
善
通
寺
市
︶、
大
束
川
浄
化
セ

ン
タ
ー
︵
綾
歌
郡
宇
多
津
町
︶

◆
文
教
厚
生
委
員
会

︵
11
月
20
日
・
現
地
視
察
︶

坂
出
市
立
坂
出
小
学
校
︵
坂
出
市
︶、香
川
県
ふ
じ
み
園
︵
丸
亀
市
︶

◆
経
済
委
員
会

︵
11
月
19
日
・
現
地
視
察
︶

ホ
テ
ル
セ
カ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ
︵
株
︶
し
お
の
え
、
青
年
農
業
士
の
ほ

場
、︵
株
︶
フ
ソ
ウ 

フ
ソ
ウ
テ
ク
ノ
セ
ン
タ
ー
︵
高
松
市
︶

◆
議
会
運
営
委
員
会

︵
10
月
23
日
〜
25
日
・
県
外
視
察
︶

奈
良
県
議
会
︵
奈
良
県
︶
、
和
歌
山
県
議
会
︵
和
歌
山
県
︶、
な
ら
食
と

農
の
魅
力
創
造
国
際
大
学
校
・
フ
ー
ド
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
学
科
︵
奈

良
県
︶
、和
歌
山
県
那
賀
振
興
局︵
和
歌
山
県
︶

◆
総
合
防
災
対
策
特
別
委
員
会

︵
10
月
17
日
〜
19
日
・
県
外
視
察
︶

藤
沼
ダ
ム
、福
島
県
危
機
管
理
セ
ン
タ
ー
、小
名
浜
港
、福
島
空
港︵
福
島
県
︶

︵
11
月
９
日
・
現
地
視
察
︶

志
度
港
海
岸
寺
町
地
区
、
白
川
原
大
池
︵
さ
ぬ
き
市
︶、
陸
上
自
衛
隊

善
通
寺
駐
屯
地
第
14
旅
団
︵
善
通
寺
市
︶

◆
少
子
化
対
策
特
別
委
員
会

︵
11
月
５
日
〜
７
日
・
県
外
視
察
︶

学
校
法
人
米
子
幼
稚
園
︵
鳥
取
県
︶、
島
根
県
女
性
就
職
相
談
窓
口
﹁
レ

デ
ィ
ー
ス
仕
事
セ
ン
タ
ー
松
江
﹂、
し
ま
ね
縁
結
び
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
、島
根
県
中
山
間
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー
、邑
南
町
役
場︵
島
根
県
︶

◆
交
流
促
進
特
別
委
員
会

︵
10
月
17
日
〜
19
日
・
県
外
視
察
︶

安
田
侃
彫
刻
美
術
館
、
三
浦
綾
子
記
念
文
学
館
、
後
藤
純
男
美
術
館
、

富
良
野
演
劇
工
場
、
旭
川
市
地
域
振
興
部︵
北
海
道
︶

決
算
行
政
評
価
特
別
委
員
会

報告

﹇
10
月
15
日・
16
日・
22
日・
26
日・
31
日・
／

11
月
8
日
﹈

　

平
成
29
年
度
の一
般
会
計
の
決
算
は
、歳
入
が
４
，６
５
０
億

円
余
、歳
出
が
４
，５
６
３
億
円
余
で
、歳
入
、歳
出
と
も
に
３

年
ぶ
り
に
前
年
度
の
決
算
額
を
下
回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

翌
年
度
に
繰
り
越
す
べ
き
財
源
を
除
い
た
実
質
収
支
は
49
億

円
余
の
黒
字
で
、単
年
度
収
支
は
10
億
円
余
の
赤
字
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

特
別
会
計
の
実
質
収
支
は
、全
体
で
５
億
円
余
の
黒
字
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

公
営
企
業
会
計
の
純
損
益
は
、県
立
病
院
事
業
会
計
で
は
、

中
央
病
院
に
お
い
て
急
性
期
医
療
へ
の
機
能
特
化
を
一
層
推
進

し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、入
院
、外
来
収
益
と
も
増
加
し
ま
し
た

が
、一
方
で
、旧
中
央
病
院
跡
地
の
知
事
部
局
へ
の
移
管
に
伴
う

固
定
資
産
売
却
益
や
過
年
度
分
の
診
療
報
酬
が
な
く
、事
業
費

用
も
増
加
し
た
た
め
、前
年
度
よ
り
４
億
４
千
万
円
余
減
少
し

て
、16
億
１
千
万
円
余
の
赤
字
と
な
り
ま
し
た
。水
道
用
水
供

給
事
業
会
計
で
は
、５
億
円
余
の
黒
字
、工
業
用
水
道
事
業
会

計
で
は
、２
億
２
千
万
円
余
の
黒
字
、五
色
台
水
道
事
業
会
計

で
は
、２
百
万
円
余
の
黒
字
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

健
全
化
判
断
比
率
は
、財
政
の
早
期
健
全
化
を
図
る
べ
き
基

準
値
を
、ク
リ
ア
し
て
い
ま
す
。

　

政
策
部
関
係
で
は
、大
学
生
等
奨
学
事
業
、総
務
部
関
係
で

は
、人
権
課
題
へ
の
総
合
的
取
組
み
、危
機
管
理
総
局
関
係
で

は
、消
費
者
行
政
に
お
け
る
特
殊
詐
欺
へ
の
対
応
、環
境
森
林
部

関
係
で
は
、産
業
廃
棄
物
の
減
量
化
等
へ
の
取
組
み
、健
康
福
祉

部
関
係
で
は
、障
害
者
の
就
労
支
援
、商
工
労
働
部
関
係
で
は
、

若
者
の
自
立
の
た
め
の
就
労
応
援
事
業
、交
流
推
進
部
関
係
で

は
、地
域
公
共
交
通
特
別
支
援
事
業
、農
政
水
産
部
関
係
で
は
、

本
県
農
業
の
振
興
、土
木
部
関
係
で
は
、下
水
道
管
渠
の
老
朽

化
対
策
、教
育
委
員
会
関
係
で
は
、不
登
校
児
童
生
徒
へ
の
対

策
、公
安
委
員
会
関
係
で
は
、善
通
寺
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
の
土

日
開
庁
、病
院
事
業
関
係
で
は
、県
立
中
央
病
院
に
お
け
る
決

算
、ま
た
、総
括
と
し
て
は
、本
県
の
財
政
状
況
と
今
後
の
財
政

運
営
な
ど
、県
政
全
般
に
わ
た
り
審
査
し
ま
し
た
。

　
平
成
29
年
度
歳
入
歳
出
決
算（一
般
会
計
、特
別

会
計
、公
営
企
業
会
計
）を
審
査
す
る
た
め
設
置
し

た
決
算
行
政
評
価
特
別
委
員
会
で
次
の
と
お
り
審

査
し
、11
月
定
例
会
で
認
定
し
ま
し
た
。

議
会
各
会
派

◆
自
由
民
主
党
香
川
県
政
会

◆
香
川
県
議
会
自
由
民
主
党
議
員
会

◆
リ
ベ
ラ
ル
香
川

◆
香
川
県
議
会
公
明
党
議
員
会

◆
日
本
共
産
党
香
川
県
議
会
議
員
団

◆
恵
風

◆
無
所
属

18
人

11
人

7
人

2
人

1
人

1
人

1
人

平
成
30
年
12
月
28
日
現
在


